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 令和７年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査  結果 分析 

 〇全国平均を上回っている⇒長座体前屈 

〇全国平均とほぼ同程度だがやや上回る    

⇒５０ｍ走 

●全国平均を下回っている 

 ⇒上体起こし・シャトルラン・立ち幅跳び・ソフト

ボール投げ 

●全国平均とほぼ同程度だがやや下回る 

 ⇒握力・反復横とび 

・全国平均を下回っている種目が多いが、「スポーツを

することは好きか」の項目では全国平均を上回っている。

体を動かすことへの意欲が高まる環境づくりを今年度も

継続し、体力の向上につなげていきたい。 

 
〇全国平均とほぼ同程度だがやや上回る 

⇒長座体前屈 

●全国平均を下回っている 

 ⇒上体起こし・シャトルラン・立ち幅とび・ソフト

ボール投げ 

●全国平均とほぼ同程度だがやや下回る 

 ⇒握力・反復横とび・５０ｍ走 

・全国平均を下回っている種目が多い。「スポーツをす

ることは好きか」「スポーツをすることに興味・関心が

あるか」の項目では全国平均より低いため、体を動かす

よさや楽しさをより感じられる場の設定をしていく。 

 〇「ICTを使った学習で、できたりわかったりす

ることがある」⇒いつもある・だいたいある 

男子 78.2％（全国 62.6％） 

女子 66.7％（全国 60.2％） 

●「体育の授業は楽しいですか」⇒あまり楽しくな

い・楽しくないと答えた児童の理由について 

「自分に合ったペースでできたら」 

男子 50％ 女子 100％で全国平均より上回っている 

・昨年度は ICTを活用した学習活動の充実を目

指してきたため、ICTを使った学習で、できた

実感や学びを深めることができた。 

 

①体育・保健体育等の 

授業の充実 

②授業以外で子どもの 

運動機会を創出する取組 

③子どもが自ら 

健康の保持増進を図る取組 

 

   

 

  〇ゲストティーチャーを招き、健康に関する授業を行う。 

 

体力・運動能力

＜男子＞ 

具体的な

取組 

体力・運動能力

＜女子＞ 

運動・スポー
ツへの意識、
運動習慣 

三つの取組 
 

家庭・地域との 

連携・協働 

・「課題探究的な学習」の推進 

⇒個人やグループなどで、個々に合

った課題を子ども自らが設定し、学

習に取り組むことができるようにす

る。 

・ICTの活用 

⇒体育館にWi-Fiを常設しているの

で、一人一台端末を学習で活用する

機会を設ける。自分や友達の動きを

撮影し、自らの課題を見付け、課題

解決に向けて動き出す姿を目指す。 

 

・健康教育の充実 

⇒学活（保健指導・食育指導）、総合的

な学習の時間、保健体育、道徳等の指導

内容を相互に関連付けることで、子ども

たちの健康への理解を深めさせ、意識の

向上につなげる。 

 

・児童委員会との連携 

⇒本校のスポーツ委員会で、休み時間の

外遊びを推奨するために、鬼ごっこ週間

などの企画を実施。冬も外遊びを増やす

ための取組を進めていく。また、健康委

員会でも風邪等、病気の予防を呼びかけ

る取組を児童主体で行っていく。 

・縄跳び活動の実施（仲間・時間） 

⇒週に一度、体育館で縄跳びに取り

組む時間を設ける。長い時間、自分

のペースで跳び続けたり、様々な技

に挑戦したりする。（縄跳びカード

の活用）縦割り活動では、８の字跳

びに取り組み、記録会を実施。技術

の向上と仲間同士のコミュニケーシ

ョンも充実させていく。 

・マット週間、跳び箱週間の実施

（空間・時間） 

⇒体育館にマットや跳び箱を常設

し、休み時間にも子どもたちが自由

に練習に取り組むことができる場を

つくる。 

 

 

 


